岩手 県 社会 医学 系 専門 医 研 修 
ブロ グラ ム 


岩手 県 


令 和 2 年 5 月 


専攻 医 を 志望 され る 皆さま へ 








岩手 県 は 本 州 の 北東 部 ( 
い 椿 円 の 形 を し て いま す 。 面積 























まま 9 


人 日 は 平成 27 年 国勢 調査 に 








に 位置 し 、 東 西 約 122km、 南 北約 189km と 南北 に 長 














道 に 次 いで 低く 、 ま た 、 





高齢 化 率 は 30.4% で 





は 、15,275 kW で 、 北 海道 に 次 ぐ 広 さと な っ て い 





よる と 約 128 万 人 、 人 口 密度 は 84.8 人 /kW で 北海 





全国 平均 の 26.6% を 3.8 ポイ ント 





上 回 っ て お り 、 全 国 よ り も 早い スピ ー ド で 高齢 化 が 進展 し て いま す 。 











こう し た 広大 な 県 土 を 有する 本 県 で は 、 















































「 県 下 に あま ね く 良 質 な 医療 の 均 て ん 





を 」 と いう 理念 の も と 県 内 に 県 立 病院 20 病院 を 設置 する な ど 、 全 国 一 の 公 的 医 
療 機関 の ネッ トワ ー ク を 構築 し て いま す 。 

















一 方 、 県 民 の 健康 に つい て は 、 
し た が 、 生 活 習慣 病 の 予防 や ここ 





いく 必要 が あり ます 。 





東日本 大 岩 災 津波 の 発 災 か ら 10 年 目 を 迎え ま 
ろ の ケア の 推進 な ど に 中 長期 的 に 取り 組ん で 


























また 、 脳 卒 中 死亡 率 は 、 厚生 労働 省 の 平成 27 年 の 人 日動 態 統計 特殊 報告 に お 
いて 、 平 成 22 年 の 前 回 調査 に 比べ て 男女 と も 減少 し て いま す が 、 都 道 府 県 順 位 





で は 、 男 性 が 全国 ワー スト 3 に 








いう 状況 に あり ます 。 
る た め 「 岩 手 


















































改善 し た も の の 、 女 性 は 前 回 同様 ワー スト 1 と 
ワー スト 1 か ら の 脱却 を 図る ほか 、 健 康 寿命 の 延伸 を 図 























県 脳卒中 予防 県 民 会 議 」 を 設置 し 、 県 民 一 人 ひと り が 自ら の 健康 
状態 を 自覚 し 健康 的 な 生活 習慣 の 確立 と と も に 
康 づ くり を 支援 する 社会 の 確立 を 目指 
































、 社 会 全体 で 県 民 の 主体 的 な 健 








し て いま す 。 


ら に 、 自 殺 死 亡 率 (人口 10 万 人 あたり の 自殺 者 数 ) は 、 同 じ く 人 口 動態 統 
計 に よる と 、 全 国 ワ ー ス ト 1 から 脱却 し た も の の 全国 2 番目 と 依然 と し て 高位 
に あり 、「 岩 手 県 自殺 対策 推進 協議 会 」 を 設置 し 、 官 民 一 体 と な っ た 自殺 対策 を 














推進 し て いま す 。 


こう し た こと か ら 、 本 県 に お ける 社会 医学 系 専門 医 研 修 プ ログ ラム で は 、 東 
日 本 大 震 災 津波 か ら の 復興 や 公衆 衛生 分 野 ( 
中 で 、 保 健 所 等 の ほか 関係 機関 ・ NE 連携 に よる 施策 の 企 




































































お ける 様々 な 重要 課題 へ の 対応 の 








画 ・ 立 案 、 各 種 事業 の 推進 を 学ぶ こと が で きる こと に 加え 、 災 害 医 療 に 関す る 
取組 に つい て も 設定 で きる こと が 大 き な 特 徴 と な っ て お り ま す 。 

















し て お り ま す 。 








東日本 大 震 炎 津波 か ら の 復興 に 取り 組ん で いる 本 県 で 研修 を 受け る こと に よ 
り 、 今 後 、 社 会 医学 系 専門 医 と し て 御 活躍 され る に 当たっ て 、 貴 
られ る も の と 考え て お り ま す 。 地域 の 保健 医療 を 支え て い だ だ け 





区 





な 経験 を 得 
る 方 を お 待ち 
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社会 医学 系 専門 研修 の 概要 
研修 体制 
行政 機関 社会 
専攻 医 の 到達 
研修 計画 

専門 研修 の 評価 
修了 判定 














医 
目標 














研修 プロ グラ ム 管 理 委員 会 と プロ グラ ム 統 括 
専門 研修 実績 記録 シス テム 、 マ ニュ アル 等 
. 専門 研修 指導 医 

. サ ブス ベ ペ シ ャ ル ティ 領域 と の 連 
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学 系 専門 研修 プロ グラ ム の 進め 方 
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任 者 
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社会 医学 系 専門 研修 の 概要 


日 
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が 運営 する 専門 
会 ジス デム へ の アデ ヴ ロ ー チ を 


[会 医学 系 再 
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管 型 





や 











て いま す 。 そ の た め 、 専 門 研 修 で は 
任 感 を 持ち 、 人 々 の 命 と 健 
E お よび 人 社 





す 。 


専門 研修 で は 


共 へ の 責 

ス 、 環 境 ! 
的 姿勢 、 医 師 と し て の 倫 表 
本 プロ グラ ム は 、 利 








医 制度 で あり 、 





スク 管 正 

















医 制度 は 、 一 般 神 


[へ 








E 団 法人 





プペ 医学 系 専門 









































性 、 











ミュ ニケ ーション 能力 」、 
と 成果 の 還元 能力 」、 
くだ さい 。 


本 県 で の 専門 研修 で は 
が 保健 所 で あれ ば 感染 症 対策 、 母 子 保健 、 難 病 対 策 、 精 1 
薬事 、 生 活 衛生 な どの 各 業 務 へ の 従事 、 
を 通じ て それ ぞ れ 研修 を 行い ま 
に つい て も 参画 する こと が で き 、 地 域 保 健 


て 企画 








疏 甲 
分 里 





し て 、 業 務 の 1 


本 県 は 、 地 域 に 
Re 


応 す る た め に 、 一 般 行政 職 の 職員 以外 に 


ケ 
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野 ( 

















調整 等 の 業務 


[会 医学 系 





会 性 を 


個人 へ の アプ ロー チ に と ど ま 
FP 心 と し て 、 人 々 の 企 
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再 











お ける 保健 





本 的 な 了 臨床 能 
Si ie 
本 9 行動 能力 」 を 備え た 視 


、「 行 政 ・ 地 域 」「 産 業 ・ 環 境 」「 
修 を 「 行 政 機関 」「 職 域 機関 」「 


つの コン ピピ テン シー、「 基 


事 を 守る た め に 








康 の 保持 ・ 増 進 





ら ず 、 














医学 を 











医療 」 の 3 つの 
i Pr te 
、「 分 析 評 価 能 
人 











命 到 























し て いま す 。 





分 野 





(こつ いて 


貞 生 、 人 権 尊重 
基盤 と し て 保健 ・ 
会 シス テム に 関す る 広範 囲 の 専門 的 知識 、 専 門 技能 
習得 する こと を 目指 
域 専門 研修 プロ グラ ム 整 備 基準 に 基づき 作成 し た も の で 


医 協 会 (以下 「 協 会 」 と いう 。) 
多様 な 集団 、 
、 傷 病 の 予防 、 リ スク 
会 制度 運用 に 関し て リー ダー シッ プ を 発揮 する 専門 医 を 養成 する こと を 目的 と し 
、 医 師 と し て の 使命 感 、 





環境 、 社 
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の 意識 、 公 


医療 ・ 福 祉 サー 


ヽ 学問 


3 年 間 の 研 
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、「 事 業 ・ 組 織 管 
・ 指 導 























、1 年 目 か ら 行 政 医 間 





























すら まだ 


BE 能力 」 、 
能力 」、! 研 
et 


「 二 
究 推進 
し て 








i と し て 地域 保健 医療 行政 に 従事 し 、 
保健 福祉 、 健 
県 床 で あれ ば 所 属 が 所 管 する 各 分 野 





康 人 < 
の 
自身 が 担当 する 




















所 属 先 
り 、 医 事 ・ 
事業 に つい 
業務 以外 の 





医療 行政 全般 に つい て 見 聞 を 広め ます 。 さ 
ら に 、 将 来 的 に は 保健 所 長 な ど 地 域 保健 医療 行政 の リー ダー と し て 活動 で きる 




















置 ) 、 





医 前 





症 対策 、 母 子 保健 、 難 病 対策 、 精 f 


を 通じ た 研修 を 行う こと が で きま す 。 
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常勤 と し て 専門 
より 、 社 会 








| と な っ て いま 
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また ! 


1、 薬剤 師 な どの 専 











は 県 庁 保 健 





で 組織 の マネ ジメント な ど に つい て も 経験 し て いき ます 。 











医師 を 目指 








医療 行政 を 所 管 す る 県 内 9 か 所 の 保健 所 (盛岡 市 は 中 核 市 と 


























医师 、 
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疾 





保健 福祉 、 健 


医 が お り 、 指 


保健 帥 、 








管理 




















束 づ くり 、 














導体 制 は 整備 され て いま 
医学 系 専門 研修 の すべ て の 分 野 に わた り 、 











昌 祉 部 の 各 室 課 に お いて 様々 な 課題 に 対 
栄養 士 、 診療 放射 線 技師 、 
門 職 種 が それ ぞ れ の 業務 を 担当 し て お り 、 感 梁 
医事 ・ 楽 事 な ど 、 











様々 な 業務 


ye 
経験 で きる 





2 研修 体制 


1) 研修 プロ グラ ム 管 理 委員 会 























































































































































































































・ 委 員 長 (研修 プロ グラ ム 統 括 責 任 者 ・ 指 導 医 ) 
岩手 県 保健 福祉 部 部 長 野 原 勝 

・ 副 委員 長 
岩手 県 保健 福祉 部 保健 福祉 企画 室 管理 課長 中 田 浩一 

(岩手 県 公衆 衛生 医師 確保 担当 課長 ) 

“ 委员 
岩手 県 県 央 保健 所 所 长 田 名 場 番 明 
岩手 県 中 部 保健 所 所 长 柳原 博樹 
岩手 県 奥州 保健 所 所 長 仲本 光一 
岩手 県 釜石 保健 所 所 长 星 進 悦 
岩手 県 宮古 保健 所 所 长 森谷 俊樹 
岩手 県 二戸 保健 所 所 长 杉 江 “ 琢 美 
岩手 医科 大 学 医学 部 衛生 学 公衆 衛生 学 講座 教授 坂田 清美 
岩手 医科 大 学 医学 部 救急 災害 ・ 総 合 医学 講座 災害 医学 分 野 教授 眞 瀬 智彦 
一 関 市 国民 健康 保険 藤沢 病院 病院 事業 管理 者 佐藤 元 美 





















































一 般 社 団 法人 日 本 労働 安全 衛生 コン サル タン ト 会 岩手 支部 長 中 屋 重 直 


























2) 研修 施 设 群 































































































・ 研 修 テ 基幹 施 設 
岩手 県 保健 福祉 部 
・ 研 修 連携 施設 
岩手 県 各 保 健 所 (※ 研修 協力 施設 と な る 保健 所 も あり ます 。) 
岩手 医科 大 学 医学 部 衛生 学 公衆 衛生 学 講座 
岩手 医科 大 学 医学 部 救急 ・ 災 害 ・ 総 合 医学 講座 災害 医学 分 野 
・ 研 修 協 力 施設 
岩手 県 精神 保健 福祉 セン ター 
岩手 県 環境 保健 研究 セン ター 
一 関 市 国民 健康 保険 藤沢 病院 
岩手 県 医療 局 
盛岡 市 保健 所 














岩手 大 学 保健 管理 モン ター 
岩手 県 立 大 学 健康 サポ ー ト セン ター 








公益 財団 


























法人 岩手 県 予防 医学 協会 











中 屋 労 働 衛生 コン サル タン ト 事 務 所 











この ほか 、 保 健 ・ 医 療 ・ 福 祉 関係 機関 、 県 内 事業 所 等 、 専 攻 医 の 希望 に 応じ て 調整 し 
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ます 。 
3) 専攻 医 募集 定員 
若干 名 


4) 応募 者 選考 方 法 
岩手 県 の 募集 要領 に 従っ て 募集 、 選考 し ます 。 岩 手 県 の 採用 審査 を 経て 採用 され た 
師 は 、 原 則 と し て 全員 専攻 医 に な る こと が で きま す 。 

















中 





























3 行政 機関 社会 医学 系 専門 研修 プロ グラ ム の 進め 方 

本 プロ グラ ム で は 、 協 会 が 定め た 社会 医学 系 専門 医 の 「 到 達 目標 」 に 示さ れ た 専門 知識 、 
専門 技能 、 学 問 的 姿勢 、 医 師 と し て の 倫理 性 、 社 会 性 の 獲得 を 目指 し て 研修 を 行い ます 。 
到達 度 の 自己 評価 と 指導 医 か ら の ア ドバイ ス を 受け る た め に 、「 専 門 研修 実績 記録 シス テム 」 
SRE 

専門 研修 に は 1) 主 分 野 に お ける 現場 で の 学習 、2) 副 分 野 に お ける 現場 で の 学習 、3) 
基本 プロ グラ ム に よる 学習 、4) 自己 学習 、5) その 他 が あり ます 。 







































































1) 主 分 野 に お ける 現場 で の 学習 

主 分 野 は 、「 行 政 ・ 地 域 」 で す 。 

実践 活動 に お いて は 、 経 験 すべ き 課題 と 目標 を 参考 に 幅広 く 事 例 を 経験 し ます 。 そ の 
中 で 、 専門 知識 の 面 で は オン ・ ザ ・ ジ ョ ブ ・ ト レー ニン グ は も ちろ ん 、 プロ ジェ クト ベー 
ス ド ラ ー ニ ング や 事例 検討 の た め の カ ン フ ァ レ ンス 等 を 通じ て 、 課 題 に 対す る 専門 的 な 
アプ ロー チ を 身 に つけ る と と も に 、 所 属す る 組織 内 ・ 組 織 外 で 開催 され る 各種 研修 会 や 
学術 集会 等 に 積極 的 に 参加 する こと に より 、 他 分 野 と の 連携 も 含ん だ 実務 に 対す る 知識 
の 理解 を 深め て くだ さい 。 

専門 技能 の 面 で は 、 指 導 医 か ら 、 ま た は 指導 医 の 包括 的 な 指導 の 下 で 他 職 種 か ら 、 そ 
I 
習 し ます 。 










































































bea 
























































① | 经 験 すべ き 』 課題 」 に 関す る 学 学習 
協会 が 定め た 「 経 験 すべ き 課題 」 の うち 、 総 括 的 な 課題 は 全 項 目 、 各 論 的 な 課題 に 
つい て は 分 類 に 関わ ら ず 全 22 項目 中 3 項目 以上 を 経験 し て くだ さい 。 






















































































②「 経 験 すべ き 課題 解決 の た め の プ ロ セ ス 」 に 関す る 学習 

課題 解決 の た め の プ ロ セ ス は 、 課題 に か か わら ず 、 情報 収集 ・ 分 析 の 結果 を 活用 し 、 
「 解 決 策 の 検討 」「 計 画 」「 実 施 」 及び 「 評 価 」 の 一 連 の プロ セス で 経験 し て くだ さい 。 
課題 解決 の た め に 各課 題 の 状況 や 特徴 に 応じ し て 、 健 康 課題 に 対し て 、 発 生 を 回 避 す る 
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又は 影響 や 可能 性 を 低減 する 等 の 方 法 で 予防 的 に 対処 する リス クマ ネジ メン ト の 手法 
と 、 実 際 に 課題 が 発生 し た 際 に 影響 を 最小 に し 、 早 期 解決 を 図る ため クラ イシ スマ ネ 
ジメント の 両方 を 、 ま た 、 解 決 策 の 対象 と し て 、 社 会 ・ 集 団 と 個 へ の アプ ロー チ を 分 
け て 経験 する よう に し て くだ さい 。 さ ら に 解決 策 の 実行 に お いて は 、 利 害 関係 者 と の 
ネゴシエーション や エビ デン ス に 基づく 対応 な ど を 経験 する こと が 望ま れ ま す 。 

















2) 副 分 野 に お ける 現場 で の 学習 
本 プロ グラ ム の 主 分 野 で ある 「 行 政 ・ 地 域 」 以 









































外 の 、「 産 業 ・ 環 境 」 及 び 「 医 療 」 の 2 


つが 副 分 野 と な り ま す 。 こ の 副 分 野 に お ける 現場 で の 学習 の た め の 実 践 現場 は 行政 機関 


以外 に 以下 の 3 つが あり ます 。 


① 職 城 機関 で の 学 





習 
産業 ・ 環 境 の 副 分 野 の 研修 を 事業 場 (企業 等 ) また は 労働 衛生 機関 に お いて 行う 場 





















































合 は 、 指 導 医 の 下 で 、 職 場 巡 視 お よび 報告 書 作 成 の 実施 、 衛 生 委 員 会 の 見 学 、 作 業 環 








境 測定 結果 の 評価 や リス クア セス メン ト の 実施 、 一 般 ・ 特 殊 健康 診断 (診察 、 判 定 ) 


























の 実施 及び 事後 措置 の 見 学 、 保 健 指導 ・ 受 診 指 


























導 の 実施 、 健 康 教育 ・ 労 働 衛生 教育 の 





実施 、 長 時 間 労 働 者 お よび 高 ス トレ ス 者 に 対す る 面接 指導 の 見 学 、 メ ンタ ル ヘ ルス 不 
調 者 等 の 職場 復帰 支援 や 両立 支援 の 見 学 を 行い ます 。 








② 医療 機関 で の 学習 
医療 の 副 分 野 の 研修 を 医療 機関 に お いて 行う 
対策 、 情報 管理 、 経 営 管理 、 ク リ ニ カ ル パ ス 、 





















































場合 は 、 各 種 委 員 会 (医療 安全 、 感 染 
質 指標 、 地 域 連 携 、 教 育 研修 な ど ) へ 











の 参加 、 関 連 す る 院内 ・ 施 設 内 ラウ ンド へ の 参加 、 各 種 プ ロジ ェクト 会 議 、 経 営 ・ 政 


















































策 や 調査 ・ 研 究 開発 や 倫理 等 に 関す る 調査 ・ 審 O 査 ・ 検 討 会 議 な ど へ の 参加 、 現 場 ・ 施 
設 の 全貌 の 視 祭 、 医療 関連 デー タ (個別 、 施設 レベ ル 、 地域 レベ レル の デー タ ) の 解析 、 
実践 関連 テー マ に 関す る 調査 ・ ま と め 、 関 連 す る プレ ゼン テー ショ ン と それ に 関す る 









































質疑 応 符 や ディ ベイ ト 、 な ど を 行い ます 。 


③ 教育 ・ 研 究 機関 で の 学習 


教育 ・ 研 究 機関 に お いて 研修 を 行う 場合 に は 、 研 修 す る 分 野 に 関連 し て 、 研 究 計画 














の 立案 (研究 倫理 審査 奏 員 会 へ の 申請 等 も 含む 









































)、 デー タ の 解析 や まとめ 、 指導 医 研 修 








へ の 参加 、 研 究 倫理 教育 研修 の 受講 、 社 会 医学 系 講座 内 の 抄 読 会 ・ 勉 強 会 ・ 研 究 カ ン 

















ファ レン ス な ど へ の 参加 ・ 発 表 、 大 学内 で の 社会 医学 系 セミ ナー の 受講 また は 発表 、 











社会 医学 系 の 国内 ・ 国 際 学 会 へ の 参加 ・ 発 表 、 
行い ます 。 




















社会 医学 系 科目 の 非常 勤 講 師 、 な ど を 











3) 基本 プロ グラ ム に よる 学習 
本 領域 の 専門 医 に 必要 な 共通 の 基礎 知識 を 得る た め に 、 基 本 プロ グラ ム を 修了 し な け 
れ ば な り ま せん 。 基 本 プロ グラ ム は 、 協 会 に 参加 し て いる 各 学 会 が 提供 する 研修 、 協 会 
が 運営 する e- ラ ー ニ ング な ど で 受 講 す る こと が で きま す 。 
基本 プロ グラ ム は 7 単位 (49 時 間 ) を 受講 し な けれ ば な り ま せん 。 協 会 か ら 認 定 さ れ 
て いる 公衆 衛生 大 学院 な どの プロ グラ ム も 、 基 本 プロ グラ ム に な り ま す 。 
































4) 自己 学習 

到達 目標 に は 基本 プロ グラ ム お よび 実践 活動 を 通じ て 到達 する こと を 基本 と し ます が 、 
知識 や 技能 の 習 就 や 実践 活動 の 経験 不足 の 補完 が 必要 な 課題 に つい て 、 積 極 的 に 自己 学 
習 し て くだ さい 。 ま た 各 学 会 の 学術 大 会 や 学会 誌 、 そ の 他 の 機会 を 通じ て 、 幅 広く 学習 
BT 

自己 学習 を 円 滑 に 進め る た め に 、 学 術 論 文 文 南 デー タベース の 利用 を 可能 と する と と 
も に 、 研 修 連 携 施 設 で ある 岩手 医科 大 学 医 学部 衛生 学 公衆 衛生 学 講座 の カン ファ レン ス 
等 を 利用 で きる よう な 配慮 を 行い ます 。 ま た 、 研 修 協力 施設 に お いて も 自己 学習 に 必要 
な 書籍 を 確保 する 等 の 配慮 を 行い ます 。 






























































5) その 他 (大 学院 進学 ) 
専門 研修 期間 中 、 社 会 医学 関連 の 大 学院 進学 は 可能 で す 。 課 題 解決 に 必要 な 方 法論 
習得 し 、 政 策 立 案 の 基礎 と な る 学問 的 背景 を 学習 し て くだ さい 。 さ ら に 現場 に 対す る 助 
言 や 支援 、 ま た 大 学 ・ 研 究 機関 内 で の 教育 ・ 研 究 ・ 管 理 運営 活動 な ど を 含め て 見 学 、 体 
験 、 参 加 を 通じ て 、 学 術 活 動 、 教 育 、 倫 理 を 始め と し た 実地 能力 を 習得 し て くだ さい 



















































































6) その 他 (サブ スペ シャ ル テ ィ 研 修 ) 
社会 医学 系 専門 医 の 研修 の 一 部 は 社会 医学 系 専門 医 を 取得 し た 後に 取得 する サブ スペ 
シャ ル テ ィ の 専門 研修 と し て 認定 され ます 。 ま た 、 サ ブス ペ シ ャ ル ティ の 専門 研修 の 一 
部 は 社会 医学 系 の 専門 研修 と し て 認定 され ます 。 詳 細 は 、 各 サブ スペ シャ ル テ ィ の 専門 
医 を 認定 し て いる 学会 ご と に 定め られ て いま す 。 
























































【 年 間 ス ケ ジ ュ ー ル (県 保健 所 の 例 、 一 部 の み ) 】 

































































































































































































































































































































































































































































































































































4 月 | 新規 採用 職員 向け 研修 関係 機関 の 長 等 合同 会 議 ノ 保健 所 長 会 

5 月 | 東北 ブロ ッ ク 保 健 所 長 会 総会 東北 ブロ ッ ク 保 健 所 連携 推進 会 議 ノ 
災害 時 健康 危機 管理 支援 チー ム 養 成 研修 

6 月 | 研修 プロ グラ ム 委 員 会 開催 

7 月 | 東北 公衆 衛生 学会 ノ 東 北 衛生 行政 研究 会 保健 所 長 会 

8 月 | 岩手 県 難病 医療 連絡 協議 会 / 岩 手 県 ここ ろ の ケア セン ター 運営 委員 会 

9 月 | 保健 所 合同 連携 会 議 ン 職員 ゲー トキ ー パ ペー 研修 会 

10 月 | 精神 保健 福祉 大 会 ノ 日 本 公衆 衛生 学会 

11 月 | 難病 従事 者 研修 会 ノ 新型 イン フル エン ザ 実 働 訓練 ノ 保健 所 長 会 

12 月 | 新型 イン フル エン ザ 等 対策 連絡 会 議 / 島 イン フル エン ザ 机 上 訓練 
圏 域 医療 連携 推進 会 議 

1 月 | 全国 保健 所 長 会 研修 在宅 医療 推進 協議 会 

2 月 | 保健 福祉 環境 行政 セミ ナー/ ノ 結核 対策 研修 会 精神 科 救 急 医療 体制 連絡 調整 委員 
会 ノニ 次 救急 医療 対策 委員 会 

3 月 | 高齢 者 福祉 ・ 医 療 ・ 介 護 連 携 推進 協議 会 難病 医療 連絡 協議 会 
在宅 医療 推進 協議 会 

随時 | 特定 感染 症 检查 、 感 染 症 诊 查 协议 会 、H I V 検 査 相 談 、 病 院 立 入 検査 

【 月 間 ス ケ ジ ュ ー ル ( 例 ) 】 

。 | 午 | 連絡 調整 会 議 | 病院 立入 検査 | 会 議 (県 庁 ) | 嘱託 医 審査 | 健康 ・ 栄 養 調 

則 前 査 打 合せ 

周 | 午 | 精神 科 救 急 权 | 夜间 感染 症 检 | (所 内 打合せ | 難病 関係 打 合 | 感染 症 診 査 協 
後 | 討 会 議 査 等 ) せ 議会 

。 | 午 | 連絡 調整 会 議 | 県 担当 室 課 打 | 特定 感染 症 検 | 会 議 (県 庁 ) | 健康 サポ ー ト 

前 合せ 查 研修 会 

油 午 | 保健 所 長 会 
了 作 雲 L 

第 | 「 | 临床 研修 医保 | 病院 立入 検査 | 結核 QFT 検査 | 市 保健 福祉 連 | 町 健康 づく り 

3 | 前 | 健 所 研修 携 推進 協議 会 | 推進 協議 会 

週 | 午 | 入 所 判定 委员 | 病院 立入 検査 | 新型 イン フル | 二 次 救急 医疗 | 口腔 ケア 従事 
後 | 会 研修 対策 委員 会 | 者 研修 会 

第 | 「 | 連絡 調整 会 議 | 新型 イン フル | 地域 医療 見 学 | 県 担当 室 課 打 | (所 内 打合せ ) 

1 | 前 | 実働 訓練 打 合 | 研修 合せ 

润 | 午 | (所 内 打合せ ) | 病院 立入 検査 | 新型 イン フル | 運営 協議 会 打 | 県 担当 室 課 打 
从 実働 訓練 合せ 合せ 















































4 専攻 医 の 到達 目標 
専攻 医 は 、 協 会 が 示す 1) て 7) の 到達 目標 を 習得 する こと が 求め られ て いま す 。 








1) コン ピ テ ン シ ー 

3 年 間 の 専門 研修 を 通じ し て 、 コ ユ コンピ テン シー の 能力 を 獲得 する こと を 目標 と し ます 。 
進捗 と し て 1 年 目 、 2 年 目 、 最 終 年 に それ ぞ れ 自己 評価 及び 指導 医 に よる 評価 を 専門 研 
修 実績 記録 シス テム に 登録 し て くだ さい 。 




















1 基礎 的 な 了 臨 | 医師 が 身 に 付け て お くべ き 診 療 に 関す る 基本 的 な 知識 と 技術 を 前 提 に , 
床 能 力 個人 や 集団 の 背景 や 環境 等 を 踏ま えて , 疾病 の 予防 や 管理 , 再発 防止 
や 機能 低下 の 防止 に つい て 管理 指導 を 行う こと が で きる 。 






























































疾病 の 原因 と 健康 へ の 影響 の 因果 関係 , お よび 疾患 や 障害 の 発生 に 関す 
る リス ク を 評価 し , 改善 , 管理 , 予防 対策 を 講じ る こと が で きる 。 























心身 機能 ・ 身 体 構造 の 医学 的 ・ 社 会 学 的 評価 (疾患 の 程度 , 機能 障害 , 
活動 の 制限 , 参加 の 制約 の 状態 ) を 踏ま ほえ, 患者 等 の 疾病 や 障害 を 管 
理 す る と と も に , 社会 活動 へ の 参画 を 支援 で きる 。 






























































分 析 評 価 能力 | 法令 に 基づく 統計 調査 を 正しく 理解 し , デー タ を 的 確 に 使う こと が で き 
































統計 情報 を 活用 し て 標準 化 , 時 系 列 分 析 , 地理 的 分 析 な ど を 行い , 健康 
課題 を 明らか に で きる 。 






































特定 集団 の 健康 水準 な ら び に 健康 決定 諸 条 件 を 把握 する た め の 指 標 に 
つい て 理解 し , 使用 する こと が で きる 。 









































課題 解決 の た め に , 定量 的 デー タ , 定性 的 デー タ を 的 確 に 活用 し , デー 
タベース を 構築 する と が で きる 。 





























特定 の 課題 に お いて 健康 ニー ズ ア セス メン ト を 実施 する こと が で きる 。 
新た な 政策 や 事業 を 導入 する こと に より も た ら さ れる 健康 影響 を 系 統 
的 に 評価 する こと が で きる 





























様々 な 研究 手法 の 長所 や 限界 を 理解 し , 客観 的 に エビ デン ス を 評価 する 
こと が で きる 。 

















健康 プロ グラ ム の 有効 性 を エビ デン ス に 基づき 正しく 評価 で きる 。 














情報 を 分 析 し て , 提供 され る 保健 医療 サー ビス の 質 や 施策 全体 の パ 
フォ ー マ ン ス を 評価 する こと が で きる 。 














3 事業 ・ 組 織 管 | 施策 を 実施 し 目的 を 達成 する た め に 必要 な 資源 を 確保 する こと が で き 
理 能 力 る 。 





























利用 可能 な 資源 を 有効 に 活用 し て 事業 の 進捗 を は か り , 定め られ た 期間 
内 に 成果 を あげ て 完了 させ る こと が で きる 。 













































































新た な 事業 に 必要 な 予算 の 算定 を , 事業 の 効率 性 , 事業 効果 の 重要 性 
資源 の 有効 活用 な どの 点 か ら 的 確 に 行う こと が で きる 。 






































経営 計画 の 立案 と 評価 を 行い , 対案 の 査定 , 事業 の 継続 又は 中 止 の 判断 














不 確 定 な 要素 , 予想 外 の 事態 , 種々 の 問題 に 対し 注意 深く 適切 に 対処 す 
る こと が で きる 。 








4 コミ ュ ニ ケー 





口頭 ・ 文 書 に より 組織 の 内 外 と 適切 か つ 潤 滑 な 意識 疎通 を は か る こと が 







































































































































































ショ ン 能 で きる 。 
健康 危機 管理 の 一 般 原則 と , 専門 職 , 保健 所 , 自治 体 , 国 . メデ ィ ア な 
どの 役割 を 理解 し , 活用 で きる 。 
ヘル スコ ミュ ニケ ーション , リス クコ ミュ ニケ ーション に つい て 理解 
し , 適 急 に メデ ィ ア に 対応 で きる 。 
ソー シャ ル マ ー ケ ティ ング と マス コミ ュ ニ ケー ショ ン の 理論 を 理解 し 
た 上 で 的 確 に 応用 し , 人 々 の 健康 に 係わる メデ ィ ア 戦略 の 立案 と 展開 に 
頁 献 で きる 。 
国民 の 健康 に 係わる 情報 を 社会 に 向け て 適切 に 公表 し , わか りや すく 伝 
え , サー ビス や シス テム を 適切 に 評価 し , 様々 な 場面 で の 意思 決定 に 役 
立て る こと が で きる 。 

5 パー トナ ー | 複雑 な 問題 に 対し て , 他 の 関係 機関 と 良好 な 関係 を 構築 し て 取り 組む こ 

シッ プ の 構築 | と が で きる 。 

能 公衆 衛生 活動 を 効果 的 に 展開 する た め に , 重要 な 利害 関係 者 や 協力 者 を 























見 出し , 参画 させ る こと が で きる 。 

















複数 機関 が 関与 する 状況 下 に お いて , 専門 領域 が 異な る 人 々 と 協力 し て 
業務 を 行う た め の 技 術 と 能力 が ある 。 














関係 者 の 利害 関係 を 踏ま えて 地域 開発 の 事業 や 活動 を 展開 する こと が 
で きる 。 

















他 の 専門 領域 の 協力 者 と 連携 し , 公衆 衛生 及び その 他 の 評価 ・ 監 査 事業 
を , 計画 , 実施 , 完結 で きる 。 









































幅広 い 層 の 人 々 を 対象 に 公衆 衛生 課題 に つい て 指導 ・ 教 育 す る 能力 が あ 
る 。 














人 材 育成 に つい て の 知識 , 技術 と 態度 を 身 に つけ て いる 。 




















関係 する 組織 の 職員 の 指導 と 支援 を 行い , 業務 の 進捗 を 管理 し , 建設 的 
な フィ ー ド バッ ク を 行う こと に より 職員 の 資質 向上 を 図る こと が で き 
る 





























研究 テー マ に 関す る 系 統 的 文献 レビ ュー を 行う こと が で きる 。 























公衆 衛生 活動 に 係わる 理論 モデ ル と その 妥当 性 を 理解 し て いる 。 
公衆 衛生 の 推進 及び 課題 解決 の た め の 研 究 を デザ イン で きる 。 






















































































患者 や 地域 住民 の ニー ズ に 即 し た 





査 研 究 を 行う こと が で きる 。 

















研究 成果 を 論文 と し て 発表 で きる 。 











保健 医療 福祉 サー ビス の 評価 指標 や 基準 を 作成 する こと が で きる 。 
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力 


偷 理 的 行动 能 


























職業 上 の 倫理 規範 を 遵守 し て いる 。 























秘密 保持 , 個人 情報 保護 に 関す る 法 的 事項 を 理解 し , 法令 を 遵守 し 倫 表 

















的 に 適切 な 情報 管理 を 行 う 。 












































けけ 











常に 最新 知識 ・ 技 術 の 獲得 を 目指 す 努 力 を 行い , 適切 な 教育 や 研修 を 受 


ける 。 








2) 


ログ ラム 受講 、 学 術 大 会 時 の 研修 会 な ど を 利用 し て 知識 の 


専門 知識 

















3 年 間 の 専門 研修 を 通じ て 、 必 要 な 専門 知識 を 獲得 する こと を 目標 と し ます 。 基 本 プ 








習得 に 努め て くだ さい 、。 進捗 


と し て 1 年 目 、 2 年 目 、 最 終 年 に それ ぞ れ 自己 評価 及び 指導 医 に よる 評価 を 専門 研修 実 
績 記録 シス テム に 登録 し て くだ さい 。 

















公衆 衛生 活動 の 歴史 と 先 人 た ちの 思想 ・ 行 動 を , 時 代 診 景 も 含め て 説明 


で きる 。 











公衆 衛生 全体 及び その 分 野 別 の 概念 と その 特徴 に つい て 説明 で きる 。 





vv 
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国 の 公衆 衛生 行政 の 基本 原則 や 地方 自治 体 と 中 央 政府 の 行 財政 関 





係 の 概略 を 理解 し , 社会 の 変化 に 対応 し た 行政 の あり 方 を 考察 で きる 。 














公衆 衛生 活動 の 方法 諭 と それ を 担う 人 材 に つい て 説明 で きる 。 











保健 























根拠 に 基づく 政策 立案 の 基本 的 な 考え 方 を 理解 し 説明 で きる 。 














わが 国 の 医療 制度 , 公衆 衛生 行政 シス テム , 地域 包括 ケア シス テム , 産 
業 保健 制度 に つい て 説明 する こと が で きる 。 




















公衆 衛生 法規 を 実際 の 政策 と 結び つけ て 説明 する こと が で きる 。 

















|| 


| ロ 








健康 増進 計画 や 地域 医療 構想 等 , 地方 自治 体 に お ける 保健 ・ 医 療 に 関す 
る 計画 策定 の 概要 を 説明 で きる 。 

















・ 医 学 統計 学 








友 さ れ て いる 人 日 ・ 保 健 ・ 


公 





医療 統計 の 概要 を 説明 で きる 。 








デー タク 解析 に 必要 と され る 基本 的 な 統計 的 手法 の 考え 方 を 説明 し , 実際 





ーー 


こ 使う こと が で きる 。 











デー タ か ら 導 き 出 され る 各種 保健 統計 指標 の 意義 ・ 算 


る 3 




















方 法 を 説明 で き 














社会 


























会 調査 法 の 基本 を 説明 し , 妥当 性 の ある 社会 調査 を 企画 ・ 実 施す る こ 
と が で きる 。 











公衆 衛生 及び 臨床 医学 に お ける 疫学 の 重要 性 に つい て 説明 で き 








る 。 








人 を 対象 と する 医学 系 研究 の デザ イン に つい て 説明 で きる 。 








疫学 




















周 査 結果 の 解釈 が で きる 。 





疫学 の 政策 応用 に つい て 説明 で きる 。 





行動 科学 健 























康 に 関連 する 行動 理論 ・ モ デル の 基礎 に つい て 説明 で きる 。 








健 

















康 に 関す る 実際 の 行動 を 行動 理論 ・ モ デル を 用 いて 説明 で き 





る 3 























行動 理論 ・ モ デル を 用 いた 問診 票 , 保健 指導 プロ グラ ム や 政策 ・ 
立案 で きる 。 


事業 を 














有効 
































行動 理論 ・ モ デル を 用 いて , 実際 の 保健 指導 プロ グラ ム や 政策 ・ 
生 を 評価 する こと が で きる 。 


事業 の 

















う 3 ぐ 
葉 











蔵 経営 ・ 管 理 | 医 





療 ・ 保 健 組織 の 長 の 役割 ・ 位 置 づ け を 説明 で きる 。 








組織 に 
連携 の 概念 を 関連 づけ て 説明 で きる 。 





お ける リー ダー シッ プ , マネ ジメント , ガバ ナン ス 及 び 組 織 間 の 














経営 資源 (ヒト ・ モ ノ ・ カ ネ ・ 情 報 ) の 調達 ・ 調 整 の 手順 , 効 
率 的 な 運用 に つい て 説明 で きる 。 








果 的 ・ 効 











医療 ・ 保 健 組 織 と 経営 資源 (ヒト ・ モ ノ ・ カ カネ ・ 情 報 ) に 関わ 
制 ・ 安 全 確 保 ・ 

















リス ク 管 理 に つい て 説明 で きる 。 











る 責任 体 











新規 プロ ジェ クト の 企画 や プロ セス の 改善 に つい て 説明 で きる 。 





情報 ・ デ ー タ 分 




















析 の 組織 経営 ・ 管 理 へ の 活用 に つい て 説明 で き 

















る 3 








環境 ・ 産 業 保健 | 環境 保健 に 関す る 海外 の 動向 , 国 の 法律 と 政策 , 地方 自治 体 で 


実態 


実態 に つい て 





説明 で きる 。 


の 実施 の 





健 














影響 評価 の 概念 ・ 理 論 ・ 方 法 を 説明 で きる 。 




















环境 立 曝 露 

















に 関す る 基準 策定 の た め の 手 順 や 手法 に つい て 説明 で きる 
と と も に , DD 











産業 保健 関連 の 法律 と 基本 的 事項 に つい て 説明 で きる 。 











業種 や 企業 規模 に 応じ た 産業 保健 の 特徴 を 説明 で きる 。 








産業 医 , 産業 保健 師 な ど 産 業 保健 の 現場 で 働く 専門 職 の 役割 を 





説明 で き 

















保健 と 産業 保健 の 連携 の あり 方 に つい て 説明 で きる 。 





る 。 
地域 
3) 専門 技能 
専門 技能 は 、「 社 会 的 疾病 管 地 
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理 能 力 」、 健康 危機 管理 能力 」、「 医 療 ・ 保 健 資源 調整 
の 3 つが あり ます 。 実践 現場 で の 実務 定 研修 会 な ど を 通じ て 専門 技能 の 習得 ! 
だ さい 。 習得 状況 の 進捗 と し て 1 年 目 、 2 年 目 、 


能力 」 


に 努め て く 
最終 年 に それ ぞ れ 自己 評価 及び 指導 医 











に よる 評価 を 専門 研修 実績 記録 シス テム に 登録 し て くだ さい 。 








“社会 的 疾病 管理 














BE 能力 























議会 で の 診査 、 新 興 ・ 再 興 感染 症 妖 似 症 患 者 の 診断 、 精 神 障害 
時 の 初動 判断 、 化 学 物質 等 の 環境 因子 に よる 健康 影響 へ の 対応 、 ス トレ ス 関 連 疾 患 に 対 




















個人 や 集団 に お ける 様々 な 疾患 や 健康 障害 に つい て 、 
事後 措置 の た め の 判 断 を 行う こと が で きる な ど 、 社 会 的 に 管 也 





















































する 予防 措置 、 高 血 月 


















































・ 健 康 危機 管理 能力 











感染 症 、 食 中 毒 、 自 然 災害 、 事 故 等 に よっ て 、 地 域 住 民 の 健 
































E・ 棋 尿 病 ・ 脂 質 異 常 症 等 の 診断 に 基づく 保健 前 


























医学 的 知識 に 基づい て 、 予 防 ・ 
ます る 技能 (感染 症 診査 協 
者 へ の 対応 、 食 中 毒 発 


生 


等 へ の 指示 な ど ) 


康 に 危機 が 差し 迫っ て い 


る 又は 発生 し た 状況 に お いて 、 状 況 の 把握 、 優 先 順 位 の 決定 、 解 決 策 の 実行 等 の 組織 的 
努力 を 通し て 、 危 機 を 回 避 ま た は 影響 を 最小 化す る 技能 























・ 医 療 ・ 保 健 資 源 調整 能力 
保健 医療 体制 整備 、 災 害 対応 、 感 染 症 対策 、 作 業 関連 疾患 対策 、 生 活 習 慣 病 対策 等 に 
お ける 課題 解決 の た め に 、 地 域 や 職域 、 医 療 機関 等 に 存在 する 




















医療 ・ 保 健 資源 (人 材 、 


施設 ・ 設 備 、 財 源 、 シ ステ ム 、 情 報 等 ) を 関係 者 ・ 関 係 機関 と 連携 し な が ら 計 画 的 に 調 
整 、 活用 する 技能 





4) 学問 的 姿勢 





社会 に 存在 する 健 

















康 問題 を 解決 する た め に は 、 医 学 的 エモ ビデ ンス と と も に 、 社 会 の 


状 


況 や 制度 に 対す る 深い 理解 が 必要 で す 。 そ の た め 、 医 学 知識 を 常に アッ プ デ ー ト する と 





と も に 、 社 会 を 構成 する 医学 関連 以外 の 情報 に つい て も 関心 を 払い 、 常 に 学ぶ 姿勢 を 身 























に 付け ます 。 具 体 的 に は 以下 の 6 項目 が で きる こと が 求め られ ます 。 進 捗 と し て 1 年 目 、 


2 年 目 、 最 終 年 に それ ぞ れ の 習得 状況 の 自己 評価 及び 指導 








記録 シス テム に 登録 し て くだ さい 。 
・ 最 新 の 医学 情報 を 吸収 し 、 実 務 に 反映 で きる 。 
・ 保 健 医 療 行政 に 関連 する 情報 を 収集 し 、 吸 収 し 、 実 務 に 反映 で きる 。 

















・ 実 務 を 通じ て 神 














[会 医学 に 資す る 研究 に 協力 で きる 。 














TH 











・ 国 際 的 な 視野 に 基づい て 実務 を 行い 、 国 際 的 な 情報 発信 が で きる 。 





・ 指 導 医 な どか ら の 指導 を 真 琶 に 受け 止め 、 生 涯 を 
・ 健 康 課題 へ の 対応 の 経験 を 学問 的 に 分 析 し て 、 倫 選 
な お 、 専 攻 医 は 研修 期間 中 に 、 関 連 学会 の 学術 大 会 等 で の 発表 (筆頭 演者 に 限る ) ま 










































































た は 論文 発表 (筆頭 著者 に 限る ) を 行う こと が 求め られ ます 。 


5) 医師 と し て の 倫理 性 、 社 会 性 





本 専門 領域 の 専門 医 は 、 多 様 な 利 














二 


害 関係 が 存在 する 視 





























と 社会 性 を 両立 させ た 倫 下 

















[会 の 








で 、 医 上 





画 じ て 学習 を 継続 で きる 。 
B 面 に 配慮 し て 公表 する 事 が で き 





医 に よる 評価 を 専門 研修 実績 


る 。 





b と し て の 自律 性 





や 態度 が 取れ て いる こと が 求め られ ます 。 こ の よう な 行動 や 態度 は 、 専 門 研修 の 全 過 
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B 的 な 行動 が 期待 され ます 。 具 体 的 に は 、 以 下 の 8 項目 の 行動 


程 











を 通じ て 、 自 ら が 考え 、 行 動 し 、 内 省 す る な どの 努力 が 不可 欠 で す が 、 併 せ て 現場 で の 





学習 、 学 術 活動 に お ける 指導 


医 と の ディ スカ ッ シ ョ ン 等 の 機会 を 提供 し て 、 向 上 の た め 





の 支援 を 行い ます 。 進 捗 と し て 1 年 目 、 2 年 目 、 最 終 年 に それ ぞ れ の 習得 状況 の 目 己 評 


価 及び 指導 医 に よる 








評価 を 再 












































・ 個 人 情報 の 管理 と 知る 権利 の 確保 の 両立 に 心がけ る 。 




















・ 地 域 住 民 等 の 個人 を 対象 と する と 同時 に 、 集 団 の 健 














進 を 考慮 し 、 総 合 的 な 健康 を 追求 する 。 
・ 職 業 上 の リス ク お よび その 予防 法 に つい て の 新知 見 は 、 主 体 者 に 通知 する 。 
・ 関 連 領域 の 専門 家 に 助言 を 求め る 姿勢 を 持つ 。 








・ 研 究 の 実施 に お いて は 、 備 理 へ の 配慮 お よび 利益 相 








門 研 修 実績 記録 シス テム に 登録 し て くだ さい 。 
・ 専 攻 医 は 、 岩 手 県 の 職員 で ある こと を 意識 し て 行動 する 。 

・ 専 門 職 で ある こと と 所 属 組織 の 一 員 で ある こと を 
・ 科 学 的 判断 に 基づき 専門 職 と し て 列 


立 さ せる 。 
立 的 な 立場 で 誠実 に 業務 を 進め る 。 


束 お よび 組織 体 の 健全 な 運営 の 推 






































反 の 開示 に 努め 、 計 画 お よび 遂行 


する 。 ま た 専門 領域 を 構成 する 学会 の 専門 職 の 倫理 指針 を 順守 する 。 





6) 経験 すべ き 課 題 












































経験 すべ き 課 題 に 、 全 項目 の 経験 が 必要 な 総括 的 な 課題 と 3 項目 以上 の 経験 が 必要 な 
各論 的 な 課題 が か あり ます 。 実 践 現場 で の 実務 を 通じ て 課題 の 経験 に 努め て くだ さい 、。 総 



































括 的 な 課題 に つい て は 指導 医 と キ 



























































上 談 し て 8 年 間 で 計画 的 に 全て の 項目 を 経験 し て くだ さ 


い 。 ま た 所 属 内 で 経験 が 難し い 課題 に 関し て は 指導 医 と 相談 し て 、 連 携 施 設 で の 実習 等 


を 受け る こと が で きま す 。 


























課題 の 経験 の 進捗 と し て 1 年 目 、 


2 年 目 、 最 終 年 に それ ぞ れ 


自己 評価 及び 指導 医 に よる 評価 を 専門 研修 実績 記録 シス テム に 登録 し て くだ さい 。 























総括 的 な 課題 ( 全 項 目 の 





経験 が 必須 ) 


組織 マネ ジメント 





プロ ジェ クト マネ ジメント 





プロ セス マネ ジメント 














医療 ・ 健 康 情報 の 管理 























保健 ・ 医 療 ・ 福 祉 サー ビス の 評価 








疫学 ・ 統 計 学 的 アプ ロー チ 























各論 的 な 課題 (3 項目 
以上 の 経験 が 必須 ) 




















保健 対策 母子 保健 





学校 保健 








成人 ・ 高 齢 者 保健 











精神 保健 














歯科 保健 








健康 づく り 














疾病 対策 ・ 障 害 者 文 援 | 感染 症 対策 
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生活 習慣 病 対策 





難病 対策 








要 保 護 高齢 者 ・ 障 害 者 支援 
































地域 環境 衛生 





职场 环境 生生 

















健康 危机 管理 i 























大 規模 災害 対策 














有害 要因 の 蝶 露 予防 ・ 健 康 障 害 対 策 











テロ 対策 





事故 予防 ・ 事 故 対策 























医療 ・ 健 康 関連 シス テム | 保健 医療 サー ビス の 安全 及び 質 の 管理 






































管理 ケア プロ セス や 運営 シス テム の 評価 ・ 
改善 




















医療 情報 シス テム の 管理 












































医薬 品 ・ 化 学 物 質 の 管理 








7) 経験 する べき 課題 解決 の た め の プ ロ セ ス 
経験 する べき 課題 解決 は 、 一 連 の プロ セス で 行わ れる も の で すか ら そ の 具体 的 な 方 法 
は 、 各 課題 の 内 容 や 対象 ( 和 じ て 適 切な 方 法 を 選択 する 必要 が あり ます 。 課 題 の 経験 の 
進捗 と し て 1 年 目 、 2 年 目 、 最 終 年 に それ ぞ れ 自己 評価 及び 指導 医 に よる 評価 を 専門 研 
修 実績 記録 シス テム に 登録 し て くだ さい 。 経験 すべ き 各 課題 に 対し て 、 健 康 状態 を 含む 
個人 に 関す る 情報 、 個 人 の 集合 体 で ある 集団 に 関す る 情報 、 個 人 が 生活 や 就労 する 環境 
に 関す る 情報 等 を 様々 な 方 法 で 収集 し た 上 で 、 情 報 を 分 析 し 、 解 決 の た め の 計 画 を 立案 
し 、 実 行 す る と いっ た プロ セス を 経験 する こと が 必要 で す 。 解 決 策 に は 、 リ スク を 有 す 
る 個 へ の アプ ロー チ お よび 集団 や 環境 へ の アプ ロー チ が あり 、 こ れ ら を バラ ンス よく 経 
験 する と と も に 、 リ スク を 低減 する な ど し て 予防 的 に 対処 する リス クマ ネジ メン ト 手 法 
に 加え て 、 問 題 が 発生 し た 際 に 影響 を 最小 化す る クラ イシ スマ ネジ メン ト 手 法 を 身 に 付 
ける こと が 必要 で す 。 
また 、 課 題 を 解決 する た め に は 、 計 画 の 実行 状況 や 目標 の 達成 状況 を 評価 し 、 評 価 結 
果 に 基づい て 継続 的 ( i こと が 必要 で す 。 すなわち 課題 に 対し て 、 計画 ・ 実 施 ・ 
評価 ・ 改 善 の 一 連 の プロ セス を 経験 する こと が 求め られ ます 。 
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5 研修 計画 


知識 ・ 技 能 ・ 態 








度 の 習得 プロ セス は 、 以下 の スケ ジュ ー ル を 基本 と し て いま す 。 た だ し 、 


所 属 部 著 で の 役割 や その 他 の 事情 を 考慮 し て 、 指 導 医 と の 検討 に よっ て 柔軟 に 対応 し ます 。 


1) 3 年 間 の 目標 





本 専門 領域 の 専門 

















医 と し て の 、 基 本 的 知識 お よび 基本 技能 を 身 に 付け ます 。 


・ 所 属す る 自治 体 に 公衆 衛生 医師 と し て の 勤務 














・ 所管 す 
・ 所 管 する 業務 に 
・ 社 会 医学 系 専門 














・ 感 染 症 ・ 食 
・H I V 検 査 





・ 一 般 























的 な 健 


2) 研修 の 場 


ア ) 主 分 


[行政 地域 | 


H マ 


デア 














日 











る 業務 を 通じ た 保健 医療 施策 の 企画 立案 及び 調整 へ の 参加 
関連 し た 研修 会 の 講演 や や 健 
医 基本 プロ グラ ム の 受講 
・ 学 会 等 で の 地域 保健 に 関す る 情報 収集 及び 学会 発表 
六 保健 所 勤务 中 场合 
・ 結 核 対策 に 必要 な 胸部 双 線 読影 技術 の 
・ 結 核 対策 に 必要 な IGRA 検 査 や ツ 反 検査 に 必要 な 知識 と 技術 の 習得 
毒 の アウ トブ レイ ク へ の 対応 に 必要 な 知識 と 技術 の 習得 
談 に 必要 な 知識 と 技術 の 
・ 医 療 機関 の 立入 検査 に 必要 な 知識 と 技術 の 習得 





主教 育 へ の 参加 











は 以下 を 追加 。 


Ey 日 
習得 














3 bY 4 日 
習得 























三 化 三 入伙 
診断 の 診 宗 、 








読影 、 総 合 判 定 に 必要 な 知識 と 技術 の 習得 





る 実践 現場 を 設定 し て いま す 。 


各 実 践 現場 で の 研修 期間 等 に つい て は 、 専 攻 医 の 希望 に 応じ 、 指 導 医 と 相 





定 し ま 


① 内 





な 生 


す 。 





手 県 庁 

















県 庁 で は 、 次 の と お り 、 健 








・ 健 


・ 長 寿 入 


・ 医 療 政策 室 ( 








延 





看護 職員 の 養成 確保 、 地 域 
防止 に 関す る こと な ど ) 











東国 ( 








RN 









































三 二 


医療 に 関す る 政策 の 企画 立案 、 


(県 民 の 健 
剤 に 関す る こと 、 国 民 健 
[会 課 (地域 リハ ビリ テー ショ ン の 推進 、 認 知 症 高 齢 者 へ の 支援 に 関す る 


























康信 < 0 0 推进 、 














医療 法 等 に 関す る 指導 監督 や 
医療 、 











医療 、 














康 保 険 に 関す る こと な ど ) 
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分 野 を 学ぶ 必須 の 実践 現場 の ほか 、 各 専攻 医 の 希望 に 応じ 選択 で き 


談 の 上 決 


医療 供給 体制 の 確保 、 安 全 で 衛生 的 
活 の 確保 なむ など に 関す る 各種 計画 の 策定 や 各種 事業 の 実施 な ど を 通じ 、 保 健 医療 
に つい て 総合 的 に 学 忘 こと が で きま す 。 








医 前 
感染 症 の 発生 予防 及び まん 











日 * 


康 づ くり 、 難 病 の 医療 給付 、 臓 器 移 植 、 薬 や 麻薬 ・ 覚 醒 




















・ 障 が い 保 健 福 祉 課 (東日本 大 岩 災 津波 に 係る 「 こ ころ の ケア 」、 精 # 


自殺 総合 対策 に 関す る こと な ど ) 






































保健 福祉 や 


・ 子 ども 子育て 支援 課 (母子 保健 対策 、 未 就 児 養育 医療 給付 に 関す る こと な ど ) 
※ 特に 本 県 は 、 脳 卒 中 死亡 率 が 全国 ワー スト 1 、 自 殺 死 亡 率 が 全国 ワー スト 2 


























と な っ て お り 、 こ れ ら の 改善 に 向け て 関係 機関 ・ 団 体 等 と 連携 し な が ら 取 り 組 


ん で いま す 。 


② 保健 所 


保健 所 は 、 次 の と お り 、 公 衆 衛生 等 を 推進 する 最前 線 の 行政 機関 で わあ り 、 本 プロ 





グラ ム の 中 心 的 な 研修 機関 と な り ま す 。 















































・ 企 画 管理 課 又 は 管理 福祉 課 (医療 相談 、 人 日 動態 な どの 統計 調査 、 病 院 ・ 









































所 の 監視 ・ 指 導 、 医 療 従事 者 免許 申請 、 災 害 医 療 、 地 域 

















アシ ステ ム の 構築 に 関す る こと な ど ) 





























・ 保 健 課 (成人 老人 保健 、 精 神保 健 、 難 病 対策 、 











健康 づく り 、 感 染 症 予防 、 

















診療 





医療 構想 、 地 域 包括 ケ 


エイ 


ズ 予 防 、 結核 予防 、 母子 保健 、 骨髄 バン ク 登 録 、 栄養 士 調理 師 免許 、 思春 期 ホ ッ 














トラ イン 、 ひ きこ も り 相 談 に 関す る こと な ど ) 




















・ 環 境 衛生 課 (食品 衛生 、 動 物 愛護 、 環 境 衛生 (大 気 ・ 水 質 ・ 土 壌 ・ 公 害 ・ 





























物 )、 薬 事業 務 、 薬 物 乱 用 の 防止 、 献 血 の 推進 に 関す る こと な ど ) 




















③ 岩手 県 精神 保健 福祉 セン ター (研修 協力 施設 












































廃棄 


精神 保健 福祉 セン ター は 、 県 民 の ここ ろ の 健康 の 増進 や 精神 障がい 者 の 社会 復帰 





の 支援 な ど を 行う 総合 的 な 機関 で 、 県 内 の 保健 所 や 市 町 村 と 連携 し て 地域 精 # 
福祉 活動 を 推進 し て いま す 。 ま た 、「 岩 手 県 自殺 対策 推進 セン ター」 や 「 岩 手 県 
こも り 支 援 セ ンタ ー」 の 役割 を 担っ て お り 、 自 殺 総 





















































含め 、 精 神保 健 に 関し て 専門 的 に 学ぶ こと が で きま す 。 








④ 





手 県 環境 保健 研究 セン ター (地方 衛生 研究 所 ) 





大 
健 















































イ ) 副 分 野 (産業 ・ 環 境 」 及 び 「 医 療 」) 














康 ・ 環 境 に 関す る 科学 的 ・ 技 術 的 拠点 と し て 、 健 
査 ・ 監 視 測定 、 感 染 症 検査 な ど 行政 の 課題 に 対応 し た 調査 研究 、 
言 ・ 研 修 指導 を 行っ て お り 、 環 境 保健 に つい て 幅広 く 学ぶ こと が で きま す 。 











申 保健 


ひき 


合 対策 や ひき こも り 支 援 な ど を 


束 と 環境 を 守る た め の 試 験 検 
技術 支援 ・ 情 報 発 





副 分 野 で ある 「 産 業 ・ 環 境 」 及 び 「 医 療 」 の 実践 現場 と し て 、 以 下 の と お り 想 定 し 











て お り 、 専 攻 医 の 希望 に よっ て 内 容 を 組み 合わ せる こ 
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と が で きま す 。 


BE 





CCEES 








手 医 科大 学 衛生 学 公衆 衛生 学 講座 (産業 ・ 環 境 : 教育 ・ 研 究 機 関 ) 

手 医科 大 学 医学 部 救急 ・ 災 害 ・ 総 合 医学 講座 災害 医学 分 野 (医療 : 教育 ・ 研 究 機 
、 医 療 機関 

岩手 県 医療 局 (医療 : 医療 機関 ) 

一 関 市 国民 健康 保険 藤沢 病院 (医療 : 医療 機関 

岩手 大 学 保健 管理 セン ター (産業 ・ 環 境 : 職域 機関 

岩手 県 立 大 学 健康 サポ ー ト セン ター (産業 ・ 環 境 : 職域 機関 

会 益 財 団 法人 岩手 県 予防 医学 協会 (産業 ・ 環 境 : 職域 機関 

中 屋 労働 術 生 コン サル タン ト 事 務 所 (産業 ・ 環 境 : 職域 機関 ) 


























| 
\ 
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6 専門 研修 の 評価 

専門 研修 に お いて 到達 目標 を 達成 する た め に 、 岩 手 県 で の プロ グラ ム で は 指導 医 が 専攻 
医 に 対し て 形成 的 評価 (アド バイ ス と フィ ー ド バッ ク ) を 行い ます 。 同 時 に 専攻 医 自 身 も 
自己 評価 を する こと が 求め られ ます 。 (専門 研修 実績 記録 シス テム へ の 登録 な ど )。 さ ら に 、 
毎年 1 回 、 各 専攻 医 の 研修 の 進捗 状況 と チェ ッ ク し 、3 年 間 の 研修 修了 時 に は 目標 達成 度 
を 総括 的 に 評価 し 、 研修 修了 認定 を 行い ます 。 複 数 の 分 野 で の 実践 現場 を 経験 する こと か 
ら 複 数 の 指導 医 か ら 指 導 を 受け る 事 に な り ま す の で 、 各 年 次 の フィ ー ド バッ ク は 専攻 医 が 
指定 し た 指導 医 か ら 受け る こと に な り ま す 。 複数 の 指導 医 か ら フ ィ ー ド バッ ク を 受け て も 
構い ませ ん 。 な お 、 指 導 医 は 協会 か ら 認 定 を 受け て いる 指導 医 で な けれ ば な り ま せん 。 
























































首 
導 


























1) 指導 医 に よる 形成 的 評価 
・ 日 々 の 業務 に お いて 、 専 攻 医 を 指導 し 、 ア ドバイ ス 及 び フ ィ ー ド バッ ク を 行い ます 。 
指導 医 と 専攻 医 が 同じ 所 属 の 場合 は 、 少 な く と も 週 1 回 程度 は アド バイ ス 及 び フ ィ ー 
ド バ ッ ク を 行い ます 。 
・ 月 1 回 、 専 攻 医 と 指導 医 が 1 対 1 また は グル ー プ で 集まり 、 専 門 研修 上 の 問題 点 や 悩 
み 、 専 門 研修 の 進め 方 等 に つい て 話し 合い の 機会 を 持ち ます 。 
・ 年 1 回 、 専 攻 医 の 実務 を 観察 し 、 記 録 ・ 評 価 し て 研修 医 に フィ ー ド バッ ク し ます 。 
・ 年 1 回 、 専 門 研修 実績 記録 シス テム の 登録 状況 と そ チ ェ ッ ク し ます 。 

































































2) 専攻 医 に よる 自己 評価 

・ 日 々 の 業務 に お いて 、 指 導 医 か ら 受 けた アド バイ ス 、 フ ィ ー ド バッ ク に 基づき 自己 評 
曲 を 行い ます 。 
・ 月 1 回 の 指導 医 と の 話し 合い の 機会 で は 、 指 導 医 と と も に 1 か 月 間 の 研修 を ふり か え 
り 、 研 修 上 の 問題 点 や 悩み 、 研修 の 進め 方 等 に つい て 考え ます 。 
・ 年 1 回 、 指 導 医 に よる 実務 の 観察 、 記 録 、 評 価 を 受け る 際 に 自己 評価 も 行い ます 。 
・ 定 期 的 に 専門 研修 実績 記録 シス テム へ の 登録 を 行い 、 年 1 回 以上 、 登 録 漏 れ な どの 確 
認 し 、 自 己 評価 を 行い ます 。 
























































3) 総括 的 評価 

総括 的 評価 に は 、 年 次 修了 時 の 評価 、 研 修 要素 修了 時 の 評価 が あり 、 指 導 医 に よる 評 

価 と 多 職 種 に よる 評価 が 行わ れ ま す 。 人 研修 修了 時 の 総括 的 評価 の 結果 を 受け て 、 プ ログ 

ラム 管理 委員 会 が 修了 判定 を 行い ます 。 

年 次 修了 時 の 評価 で は 専攻 医 ご と に 指定 され た 担当 指導 医 が 、 年 次 修了 時 に 実施 し ま 

す 。 研 修 要素 修了 時 の 評価 は 、 担 当 指導 医 ま た は 当該 研修 要素 を 担当 し た その 他 の 指導 
医 (要素 指導 医 ) に よっ て 行い ます 。 

加え て 、 多 職種 に よる 評価 を 年 に 1 回 実施 し ます 。 こ れ は 主 分 野 に お ける 実践 現場 で 

の 学習 に 関与 し た 他 の 職種 (医師 以外 の 2 職種 、3 名 以上 ) に よる 評価 で あり 、 期 間 中 
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に 複数 回 実施 し ます 。 多 職 種 評価 の 項目 は 、 コ ミュ ニケ ーション 、 チ ー ム ワー ク 、 職 業 
倫理 規範 で す 。 


























7 修了 判定 

修了 判定 は 、 研修 修了 前 1 ヶ月 以内 に 、 プ ログ ラム 管理 委員 会 に お いて 、 専 攻 医 が 以下 

の 事項 全て を 満た し て いる こと を 確認 し て 行い ます 。 

・1 つの 主 分 野 お よび 2 つの 副 分野 に お ける 実践 経験 

・ 各 論 的 課題 全 22 項目 中 で 経験 し た 3 項目 以上 に つい て の 実践 経験 レポ ー ト 、 合 計 5 件 
以上 の 作成 

・ 基 本 プロ グラ ム の 履修 

・1 件 以上 の 関連 学会 の 学術 大 会 等 で の 発表 (筆頭 演者 に 限る ) また は 論文 発表 (筆頭 著 
者 に 限る ) 

・ 専 門 研修 実績 記録 シス テム へ の 必要 な 研修 記録 と フィ ー ド バッ ク の 実施 の 記録 

・ 担 当 指導 医 に よる 専門 研修 の 目標 へ の 到達 の 確認 























































































































8 研修 プロ グラ ム 管 理 委員 会 と プロ グラ ム 統 括 責任 者 
1) 研修 プロ グラ ム 管 理 委員 会 の 役割 
本 プロ グラ ム で は 、 基 幹 施 設 で ある 岩手 県 に 、 基 幹 施設 の プロ グラ ム 統 括 責 任 者 お よ 
び 各 専門 研修 連携 施設 に お ける 指導 責任 者 及び 関連 職種 の 管理 者 に よっ て 構成 され 、 研 
修 プ ログ ラム を 総合 的 に 管理 運営 する 「 研 修 プ ログ ラム 管理 委員 会 」 を 置い て いま す 。 
プロ グラ ム 管 理 委員 会 は 、 基 幹 施設 お よび 連携 施設 の 指導 医 に 対す る 指導 権限 を 持っ 
て いま す 。 ま た 、 専 攻 医 の 研修 の 進捗 状況 を 把握 し て 、 各 指導 医 お よび 連携 施設 と 協力 
し て 、 研 修 過程 で 発生 する 諸 問 題 に 対す る 解決 を 図る こと を 目的 と し て お り 、 以 下 の 役 
割 を 持ち ます 。 
・ プ ログ ラム の 作成 
・ 専 攻 医 の 学習 機会 の 確保 
・ 専 攻 医 の 研修 状況 を 記録 する た め の シ ステ ム 構 築 と 改善 
・ 適 切な 評価 の 保証 
・ 修 了 判 定 

































































































































































2) プロ グラ ム 統 括 責任 者 の 役割 
プロ グラ ム 統 括 責 任 者 の 要件 は 、 制 度 指導 医 で ある こと 、 研 修 基 幹 施設 に 所 属し て い 
る こと 、 協 会 が 開催 する 統括 責任 者 研修 会 を 修了 し て いる こと で す 。 
また 、 プ ログ ラム 統括 責任 者 一 人 あたり の 最大 専攻 医 数 は プロ グラ ム 全 体 で 20 名 以 
内 と な っ て いま す 。 そ れ 以 上 に な る 場合 に は 、 プ ログ ラム 統括 責任 者 の 要件 を 満た す 者 
の 中 か ら 、20 名 ご と に 1 名 の 副 プ ログ ラム 統括 責任 者 を 置く こと と し て いま す 。 
プロ グラ ム 統 括 責 任 者 は 、 研 修 プ ログ ラム の 遂行 や 修了 に つい て 最終 責任 を 負っ て お 
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り 、 そ の 役割 を 果たす た め に 、 以 下 の 役割 を 持っ て いま す 。 
・ 研 修 プ ログ ラム 管理 委員 会 の 主宰 

・ 専 攻 医 の 採用 お よび 修了 認定 

・ 指 導 医 の 管理 お よび 支援 









































3) 専攻 医 の 就業 環境 、 労 働 安 全 、 勤 務 条 件 

労働 基準 法 や 労働 安全 衛生 法 等 の 法令 に 則り 、 各 研修 施設 に お ける 専攻 医 の 労働 環境 、 

oe 各 専 攻 医 が 所 属す る 自治 体 が 責任 を 持ち ます 。 具 体 的 
こ は 、 以 下 の 事 項 に つい て 、 特 に 配慮 を 行い ます 。 

se 
・ 週 の 勤務 時 間 お よび 時 間 外 労働 の 上 限 の 設定 

・ 適 切な 休養 の 確保 

・ 勤 務 条 件 の 明示 















































4) 専門 研修 プロ グラ ム の 改善 
① 専攻 医 に よる 指導 医 お よび 研修 プロ グラ ム に 対す る 評価 
専攻 医 に よる 指導 医 お よび 研修 プロ グラ ム の 評価 を 年 1 回 以上 行い ます 。 
評価 内 容 は 、 プ ログ ラム の 運営 状況 、 研 修 内 容 の 満足 度 、 専 攻 医 の 処遇 お よび 安全 
確保 等 に 関す る 項目 で あり 、 別 途 定 め る 様式 で 提出 する こと に な っ て いま す 。 
研修 プロ グラ ム 管 理 委員 会 は 、 研 修 プ ログ ラム の 運営 状況 、 発 生 し た 問題 、 専 攻 
NIS bs し 、 改 善 計画 を 策定 し 、 改 善 を 行い ます 。 
専攻 医 に よる 評価 に 当たっ て は 、 プ ログ ラム 統括 責任 者 が 記録 の 管理 を 行い 、 評 価 
に よっ て 専攻 医 に 不利 益 が 生じ な いよ うに 配慮 し て 、 研 修 プ ログ ラム の 改善 を 図り ま 
す 。 


















































中 













































































② 研修 に 対す る 監査 (サイ トビ ジッ ト 等 ) 
研修 プロ グラ ム 研 修 の 運営 の 妥当 性 を 検証 する た め 、 協 会 は 、 第 三 者 監査 を 行い ま 
す 。 第 三 者 監査 は せ 、 す べ て の 基幹 施設 に 対す る 専門 研修 実績 記録 シス テム 等 を 用 いた 
文書 監査 と 、 一 部 施設 に 対す る サイ トビ ジッ ト に よる 監査 で 構成 され ます 。 研 修 基幹 
施 设 仁 、 监 | こ < 必 要 な 資料 提供 や サイ トビ ジッ ト の 受入 れ を 行わ な けれ ば な ら な いこ 
と に な っ て いま す 。 





















































5) 専攻 医 の 採用 と 修了 
専攻 医 の 要件 は 、 初 期 了 臨床 研修 の 修了 で す 。 専 攻 医 の 選考 は 研修 基幹 施設 の 選考 基準 
に 基づい て プロ グラ ム 管 理 委員 会 が 行い ます 。 
本 プロ グラ ム で は 、 岩 手 県 と その 中 の 保健 所 設置 市 等 を 一 つの 専門 研修 施設 と し て 位 
置 付け る こと を 認め て いま す の で 、 専 攻 医 ご と に 設定 され る 専門 研修 施設 群 は 実質 的 に 
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指導 で きる 関係 














と し て 位置 づけ 、 地 理 的 範囲 の 条件 は 設け て いま せん 。 











た だ し 、 す べ て の 専攻 医 が 十分 な 質 の 研修 が 受け られ る よう 、 専 攻 医 の 受入 数 は 研修 
施設 群 全体 で 、 在 籍 制度 指導 医 の 3 倍 を 超え な いこ と と し て いま す 。 ま た 、 1 人 の 制度 





指導 医 が 担当 す 






































る 専攻 医 は 、 5 名 以内 を 基本 と し 、 そ れ を 趙 え る 場合 に は 、 プ ログ ラム 





























定 を も っ て 行い 








管理 委員 会 の 検討 と 研修 統括 責任 者 の 承認 を 必要 と し ます 。 
専門 研修 の 修了 は 「7 修了 判定 」 に 示す 通り プロ グラ ム 管 理 委員 会 に お ける 修了 判 



































ます 。 


6) 研修 の 休止 ・ 中 断 、 プ ログ ラム 移動 、 プ ログ ラム 外 研 修 の 条件 
本 プロ グラ ム で は 、 休 止 ・ 中 断 、 プ ログ ラム 移動 、 プ ログ ラム 外 研 修 の 基本 条件 を 以 
下 の 通り 定め て いま す 。 


① 研修 の 休止 

専攻 医 が 次 

認め られ ます 。 

る 必要 が あり 
・ 病 気 療養 

















の 要件 に 該当 する 場合 に は 、 特 別 休暇 等 の 取得 に 合わ せ て 研修 の 休止 が 
生き RE 
ます 3 
































・ 産 前 ・ 産 後 休業 





・ 育 児 休業 
・ 介 護 休業 




















・ や む を 得 な 














い 事 由 と し て 、 プ ログ ラム 管理 委員 会 で 認め られ た 場合 














② 研修 の 中 断 


プロ グラ ム 
こと が で きま 
⑧ プロ グラ ム 
専攻 医 は 、 

り ま す が 、 所 
難 に な っ た 場 


























管理 委員 会 は 、 専 攻 医 か ら の 申請 や その 他 の 事由 に より 研修 を 中 断 す る 
地， 

移动 

原則 と し て 1 つの 専門 研修 プロ グラ ム で 一 貫 し た 研修 を 受け る 必要 が あ 
属 プ ログ ラム の 廃止 や 専攻 医 の 職場 や 居住 地 の 移動 等 の 事由 で 継続 が 困 
合 に は 、 専 門 研 修 プ ログ ラム を 移動 する こと が で きま す 。 そ の 場合 に は 、 









































プロ グラ ム 統 括 責任 者 間 で 、 す で に 履修 済 の 研修 の 移行 に つい て 協議 を 行い 、 研 修 の 
連続 性 を 確保 し ます 。 


④ プロ グラ ム 











外 研 修 





専攻 医 が 所 属す る 自治 体 が 承認 し た 、 研 修 期間 中 に お ける 海外 の 公衆 衛生 大 学院 へ 








の 留学 や 国際 
修 プ ログ ラム 
ログ ラム 統括 














機関 で の 経験 等 の プロ グラ ム 外 の 経験 に つい て は 、 担 当 指導 医 お よび 研 
管理 委員 会 が 本 制度 の 専攻 医 と し て の 望ま し いと 確認 し た 場合 に は 、 プ 
責任 者 は 研修 プロ グラ ム の 経験 の 一 部 と し て 認め る こと が で きま す 。 
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9 専門 研修 実績 記録 シス テム 、 マ ニュ アル 等 
専門 研修 実績 記録 シス テム を 構築 し て 、 以 下 の 情 報 を 記録 し 、 専 攻 医 の 研修 終了 後 5 年 
間 保 管 し ます 。 シ ステ ム の マニ ュ ア ル 及 び フ フォー マット は 別途 定め て いま す 。 
- 専攻 医 の 研修 内 容 











・ 多 職種 評価 結果 











・ 年 次 終了 時 の 評価 と フィ ー ド バッ ク 
・ 研 修 要素 修了 時 の 評価 と フィ ー ド バッ ク 











・ 研 修 修 了 時 の 目標 に 





.休止 。 中 新 
・ 修 了 了 判定 結果 











専攻 医 お よび その 希望 者 が 、 
に する た め に 、 専 攻 





下 の 項 目 が 記載 され て いま す 。 
・ プ ログ ラム の 概要 


・ 指 導体 制 お よび 担 


還 


























多 に よっ て 習 和 








門 研 修 の 方 法 








研修 
研 
・ 再 
・ 再 
・ 再 
专 
专 











号 吾 过 可 这 





出 


~ 


ほす べき 知識 ・ 

















徐 中 に 経験 すべ き 課題 

















対す る 到達 度 と 担当 指導 医 に よる 確認 























専門 医 と し て の 到達 目標 お よび その 過程 を 理解 で きる よう 
医 マ ニュ アル を 作成 し て 提供 し て いま す 。 専攻 医 マ ニュ アル に は 、 以 














日 当 指導 医 と の 契約 


技能 ・ 態 度 


医 の 評価 お よび フィ ー ド バッ ク の 方 法 
研修 の 修了 要件 
医 応募 の 方 法 
医 申 請 に 必要 な 書類 と 提 | 


方 法 





また 、 担 当 指導 医 が 専攻 医 の 指 
成 し て 提供 し て いま す 。 指 導 医 マニ ュ ア ル に は 、 以 下 の 項目 が 記載 され て いま す 。 
・ 専 攻 医 研修 マニ ュ ア ル に 記載 さ 
・ 制 度 指導 医 の 要件 











・ 専 攻 医 の 指導 方 法 
・ 専 攻 医 の 評価 方 法 




















導 を 円 滑 に 行う こと が で きる よう 指導 医 マ ニュ アル を 作 








れ た 内 容 


・ 受 講 す べき 指導 医 研 修 お よび その 記録 プロ グラ ム の 概要 








・ そ の 他 
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10 専門 研修 指導 医 
1) 専門 研修 指導 医 の 要件 
本 制度 の 専門 研修 指導 医 (制度 指導 医 ) は 、 以 下 の 要 件 を 満た し 、 協 会 か ら 認 定 を 受 
け て いま す 。 
・ 関 連 学会 に 所 属し 、 学 会 運営 や 学術 集会 で の 発表 等 の 活動 を 行っ て いる 
・ 専 門 医 を 1 回 以上 更新 も し く は それ に 人 準ずる 本 専門 領域 で の 経験 が ある 
・ 指 導 医 マニ ュ ア ル で 規定 し た 指導 医 研 修 を 修了 し て いる 
・ 医 療 ・ 保 健 専門 職 に 対す る 教育 ・ 指 導 経験 を 有する 




































































2) 専門 研修 指導 医 の 研修 
専門 研修 指導 医 は 、 指 導 医 マニ ュ ア ル を 用 いて 指導 を 行う と と も に 、 協 会 等 が 開催 す 
る 指導 医 向 け 説明 会 や 研修 会 に 参加 し て 、 指 導 の 質 を 高め る 努力 を 図る こと に な っ て い 
ます 。 ま た 、 本 研修 プロ グラ ム 内 に お いて 、 プ ログ ラム 統括 責任 者 が 指導 医 に 対し て 研 
修 の 機会 を 提供 する 等 の 方 法 で 、 指 導 能 力 の 向上 に 向け た 取り 組み を 促し ます 。 
























































11 サブ スペ シャ ル テ ィ 領 域 と の 連続 性 

関連 する サブ スペ シャ ル テ ィ 領 域 と は 本 研修 プロ グラ ム で の 経験 を 共有 化す る な ど 、 本 
領域 専門 医 制度 と 連続 性 を 持っ た 設計 を 行っ て いま す 。 

公衆 衛生 分 野 を 対象 と する 公衆 衛生 専門 家 は サブ スベ シャル テ ィ 領 域 と し て 位置 づけ ら 
れ て お り 、 他 の 実践 分 野 を 対象 と する サブ スペ シャ ル テ ィ 領 域 の 専門 医 制 度 と と も に 、 連 
続 性 が 確保 され る こと が 予定 され て いま す 。 




















品 
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